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株式会社 IHI エアロスペース（以下，IA）では，三次
元織りの製品官 りり りり，98 �IAIA3HIP 法の欠点を解

決できる可能性がある．また，FB 法マトリックスは化学
気相含浸 ( Chemical Vapor Infiltration：CVI ) 法と同様に
繊維周りに緻平侗ゅ る． ∵，
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液相と接する固相を加熱すると，対流（ୈ 1 ਤ - ( b ) ：
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応容器外観を示す．誘導加熱コイルに大電流を流すことで
処理槽内の黒鉛が一気に高温化し，その黒鉛加熱体に接す
る炭素繊維プリフォーム内で膜沸騰によって炭素マトリッ
クスが急速に生成されていく．処理中に大量に発生する溶
液蒸気は上部の冷却器で液化され反応容器に戻され，液化
されない熱分解後の残さガスだけが系外に排出されること
から，CVI 法と比べると炭素マトリックス応姿擻なｕ薬，
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次に，PAN（ポロアクリロニトリル）系炭素繊維の ± 45
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ん断強度で
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とが分かる．ୈ 21 ਤに 2 400℃における曲げ試験片破壊
状況の SEM 観察結果を示す．これより，FB 法 C/C は
2 400℃において，HIP 法 C/C に見られる層間せん断によ
るマクロ破壊が起きにくいと考えられる．3 000℃の熱衝
撃を受けるノズル C/C では，マクロ破壊が起きにくい
FB 法 C/C の方が有利であると考えられる．
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FB 法は，前駆
く

体溶液を変えることで炭素以外のマト
リックス生成やコーティング施工などへのグ く゚マ難扐棰ほ

潠 C/C
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用ノズル（ 




